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FGF1

FGF1; FGFA; Fibroblast growth factor 1; FGF-1; Acidic fibroblast growth factor; aFGF;
Endothelial cell growth factor; ECGF; Heparin-binding growth factor 1; HBGF-1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、線維芽細胞増殖因子（FGF）ファミリーのメンバーです。FGFファミリーのメンバーは、広範な細胞分裂促進作用および細胞生存活性を有し、胚発生、細胞増殖、形態形成、組織修復、腫瘍の増殖および浸潤など、様々な生物学的プロセスに関与しています。このタンパク質は、血管新生因子であると同時に、内皮細胞の移動および増殖の修飾因子としても機能します。in vitroにおいて、様々な中胚葉および神経外胚葉由来の細胞に対して分裂促進因子として作用することから、器官形成に関与していると考えられています。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシングバリアントが報告されています。[RefSeq提供、2009年1月] 機能：ヘパリン結合増殖因子は、in vivoで血管新生因子として、in vitroでは様々な細胞タイプに対して強力な分裂促進因子として作用します。これら2つの成長因子は、組織分布と濃度に違いがあります。,その他：このタンパク質はヘパリンと結合しますが、bFGFほど強く結合しません。,類似性：ヘパリン結合成長因子ファミリーに属します。,サブユニット：モノマー。FGFR2に結合します。ヘパリン1分子に対してFGFR2とFGF1がそれぞれ2分子ずつ結合した三元複合体を形成します。FGFBP1、FGF1、FGF2との複合体を形成します。FGFBP1と相互作用します。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;アクチンと細胞骨格を制御;がんの経路;黒色腫;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト脳組織における FGF-1 抗体の免疫組織化学分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

